
《人ロの動き》

6月末日現在

繍纏懸

男2，759（＋3）

出生2　死亡4

女2，795（＋1）計5，554（＋4）

転入16　転出10

灘

世帯数1，597（＋1）

難
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最
近
、
「
健
康
診
断
」
の
こ
と
を

「
健
康
診
査
」
と
表
現
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
「
健
康
」
と
い
う
言

葉
の
内
容
が
国
際
的
に
拡
大
さ
れ
、

単
に
「
病
気
を
し
て
い
な
い
」
と

い
う
だ
け
で
は
「
健
康
」
と
は
い

え
な
く
な
り
、
　
「
身
体
的
・
精
神

的
・
社
会
的
に
完
全
に
良
好
な
状

態
」
を
「
健
康
」
と
定
義
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
成
人
病
時
代
を
迎
え
た
今
日
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
重
要
な
発

病
因
子
と
み
な
さ
れ
て
い
る
「
高

血
圧
」
に
つ
い
て
み
て
も
、
血
圧

自
身
が
年
齢
の
高
ま
り
と
と
も
に

上
昇
す
る
の
で
、
若
い
時
か
ら
の

定
期
的
な
測
定
結
果
の
記
録
が
残

〃

ゆ
脳

（
叩
こ

旧
”
｝
彫

七
月
十
一
日
（
月
）
か
ら
七
目
十
六
日
（
士
）
ま
で
の
六
日
間

　
　
　
　
町
総
合
体
育
館
で
総
合
健
康
診
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
こ
ん
な
検
査
を
し
ま
す
◆

墓
黍
健
康
診
査
　
　
間
接
撮
影

●
満
4
0
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
　
　
●
全
員
の
方
が
対
象
で
す
。

①
尿
検
査

②
身
長
・
体
重
測
定

④
血
液
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
●
4
0
歳
以
上
で
申
込
済
み
の
方

熊
簾
．
　
　
婦
識
科
検
診

⑤
循
環
器
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
●
3
0
歳
以
上
で
申
込
済
み
の
女
性

　
　
　
　
　
　

⑥
掲
眼
鮭
検
査
　
　
肺
懸
灘
検
診

⑦
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
　
　
　
　
●
4
0
歳
以
上
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
て

い
る
人
及
び
以
前
吸
っ
て
い
た
　
　
検
診
の
対
象
者
は

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
と
な
る
　
に
は
ヤ

醤
牲
貧
遡
検
査
　
役
場
か
ら
部
落
区
長
さ
ん
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
受
診
票
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
3
9
歳
以
下
の
女
性
（
当
日
申
込
　
　
　
配
布
さ
れ
た
受
診
票
に
記
入
し

　
ん
で
下
さ
い
）
　
　
　
　
　
　
　
て
あ
る
日
時
に
忘
れ
ず
受
診
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
さ
い
。

体
力
　
測
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
難
康
診
査
総
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
肺
が
ん
検
診
　
　
　
四
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
伽
騨
報
難
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。
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っ
て
い
な
い
と
、
年
を
と
っ
て
か

ら
「
高
血
圧
」
が
発
見
さ
れ
て
も
、

こ
れ
が
「
年
齢
の
上
昇
」
に
よ
る

も
の
か
の
正
確
な
判
別
は
不
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　
健
康
診
査
で
は
、
こ
の
よ
う
に

正
常
か
異
常
か
を
判
別
し
て
「
早

期
発
見
・
早
期
治
療
』
に
役
立
た

せ
る
た
め
の
「
検
診
」
の
ほ
か
、

定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
、
そ
の

結
果
を
正
確
に
記
録
に
残
し
て
お

く
目
的
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
病
気
を
み
つ
け
ら
れ
る
の
が
こ

わ
い
」
と
い
わ
な
い
で
、
　
「
手
遅

れ
」
に
な
る
前
に
健
康
診
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

成
人
病
ど
は

　
成
人
病
と
は
、
ひ
と
つ
の
病
気

の
名
前
で
は
な
く
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
症
状
が
出
て
く
る
い
く
つ

か
の
慢
性
的
な
病
気
の
総
称
で
す
。

例
え
ば
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
人
病
に
よ

る
死
亡
が
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
約
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
占
め
、

し
か
も
社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も

大
事
な
時
期
に
あ
る
中
年
過
ぎ
か

ら
増
加
し
、
老
後
に
ま
で
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
成
人
病

も
、
突
然
お
こ
る
の
で
は
な
く
、

若
い
と
き
か
ら
徐
々
に
進
行
し
て

く
る
も
の
で
す
。
こ
と
ば
を
か
え

れ
ば
成
人
病
は
”
習
慣
病
”
と
も

い
え
ま
す
。

　
こ
の
成
人
病
に
つ
い
て
良
く
理

解
し
、
日
ご
ろ
の
生
活
、
習
慣
に

注
意
し
、
早
期
発
見
に
心
が
け
れ

ば
、
成
人
病
の
予
防
が
で
き
元
気

で
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

昭和62年中の松代町における

　　　死亡原因の内訳

順位 死　　　因 数 ％

1 が　　　ん 11 21．1

2 心臓病 8 15．4

2 脳卒中 8 15．4

4 自　　殺 7 13．5

5 肺　　炎 5 9．6

6 老　　衰 4 7．7

7 事　　故 2 3．8

その他 7 13．5

計 52
萎
口
■

画）
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日本人の死亡原因に占める成人病の割合

韓

婆

餌
・
6
％

華灘

纒

蜀灘轍鰯疑 　　　　　　（i

　　　　　　ぐ

観　　諺　　　　濤鍵

　　　　　健

難妻毒1　　　・P畷籍韓鰹鞭鱒

高血圧1．7％

糖尿病1．2％

　
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ

プ
で
あ
り
、
松
代
町
に
お
い
て
も

五
人
に
一
人
は
ガ
ン
で
亡
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
現
在
、
が
ん
の
特
効
薬
は
ま
だ

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
手
術
、
放

射
線
療
法
、
化
学
療
法
は
日
進
月

歩
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
治
療

法
も
、
が
ん
の
発
見
が
手
遅
れ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
効
果
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
が
ん
の

病
態
や
主
症
状
を
良
く
理
解
し
、

定
期
検
診
な
ど
に
よ
る
早
期
発
見

が
大
切
で
す
．

の
、、一恥

謝徽副

馨会3］

瀦醗

蓬
馨

♂勧，
…嘗β、

　
心
臓
は
、
全
身
に
血
液
を
送
る

ポ
ン
プ
の
役
目
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
心
臓
自
身
は
冠
状
動
脈
と

い
っ
て
心
臓
を
ぐ
る
っ
と
と
り
ま

い
て
い
る
血
管
か
ら
栄
養
分
を
供

給
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

冠
状
動
脈
の
動
脈
硬
化
な
ど
に
よ

っ
て
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

た
と
え
ば
一
時
的
に
血
液
の
流
れ

が
少
な
く
な
っ
て
お
こ
る
の
が
狭

心
症
で
、
こ
の
状
態
が
さ
ら
に
長

く
続
い
て
心
臓
の
筋
肉
が
死
ん
で

し
ま
う
の
が
心
筋
梗
塞
で
す
。

　
脳
卒
中
は
、
脳
の
血
液
の
流
れ

が
障
害
さ
れ
て
お
こ
る
も
の
で
血

管
が
破
れ
る
と
脳
出
血
と
な
り
、

逆
に
つ
ま
る
と
脳
梗
塞
と
な
る
よ

う
に
、
障
害
の
お
こ
り
か
た
や
部

位
の
違
い
で
症
状
が
異
な
り
ま
す
。

　
高
血
圧
気
味
の
人
は
、
脳
卒
中

に
な
る
危
険
が
高
い
の
で
、
発
作

な
ど
の
危
険
へ
の
予
防
や
上
手
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
弓
浮

　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
％
徽
縛

　
　
　
　
　
　
死
，
誘

　
　
　
　
　
認

器
．
頒
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、
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燃覆繍瞬測

、謬’

一
購
繍

灘絹繋

会場での検診順路は

このようになっています
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コ
4
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問診 13
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アンケート調査

コ l
a

1
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1 受伽訓階です

1
コ L　＿　＿　　『
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1
食生、舌改善 1 男便所
　一展不コーナー 1
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入1口 　　　　入ロ　　　　　1

カルテ配布一一一一2 検尿

皆）

事 旺］野
レ
ン

務

卜
室

ゲ
ン
車

大会議室

正面階段

部落名 検診日 部落発時刻 発車場所
菅　刈 16日（土） 午前8：30分 部落駐車場

田　沢 13日困 午後O：30分 バ　ス　停

小屋丸 11日（月〉 午後O：30分 集　会　所

池之畑 11日（月〉 午後O：30分 作　業　所

下　山 11日（月） 午後O：30分 旧下山分校

千　年
11日（月） 午後O：30分 公　民　館
12日（火） 午前8：30分 公　民　館

池　尻 11日（月〉 午前8：30分 室岡三郎宅前

会　沢 11日（月） 午前8：30分 開発センター前

清　水 11日（月〉 午前8：30分 ポンプ小屋前

桐　山 11日（月） 午前8：30分 バ　ス　停

蓬　平 13日㈲
午前8：30分 蓬平小学校前

午後0：30分 蓬平小学校前

東　山 13日㈲ 午前8130分 開発センター前

海　老 13日困 午前8：30分 公民館前

犬　伏 13日㈲
午前8：30分 部落作業所前

午後0：30分 部落作業所前

孟　地 15日㈹ 午前8：30分 集会所前
片桐山 15日（金） 午前8：30分 集　会　所

滝　沢 15日㈹ 午前8：30分 学校入口
中　子 15日㈹ 午前8：30分 集会所前
苧　島 15日㈹ 午後0：30分 苧島倉庫前

田野倉 14日（木）
午前8：30分 消防小屋前
午後0：30分 消防小屋前

仙　納 14日（木） 午前8：30分 集会所前
莇　平 14日（木〉 午前8：30分 集会所前
小　貫 14日（木） 午前8：30分 公民館前
諏訪峠 14日休） 午前8：30分 公民館前
寺　田 14日休） 午前8：30分 公民館前
名　平 14日休） 午前8：30分 旧公民館前

蒲　生 15日㈹
午前8：30分 バス停前
午後O：30分 バス停前

儀　明 14日（木） 午後0：30分 バス停前
福　島 16日（土） 午前8：30分 集会所前
奈良立 12日（火） 午前8：30分 集会所前

室　野 12日（火）
午前8：30分 山平旅館前

午後O：30分 山平旅館前

竹　所 12日（火） 午後O：30分 集会所前
濁 12日（火） 午後O：30分 集会所前

峠 12日（火）
午前8：30分 藤田屋前
午後0：30分 藤田屋前

木和田原 15日㈹ 午後O：30分 集会所前・バス停

総
合
健
診
に
は
部
落
か
ら
会
場
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
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広
報
が
　
と
ど
く
と
き
に
は
、

す
で
に
、
秋
山
町
長
さ
ん
の
「
ご

あ
い
さ
つ
」
が
載
っ
た
、
松
代
町

史
の
し
お
り
が
、
み
な
さ
ん
の
お

手
元
に
、
と
ど
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
他
町
村
史
の
値
段
と
く
ら
べ
る

と
、
あ
る
村
史
は
一
冊
、
七
五
〇

頁
で
六
千
円
が
、
今
日
、
書
店
で

一
万
円
以
上
の
値
で
売
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
当
町
史
は
、
約
千
四
百
頁
（
上

・
下
、
一
セ
ッ
ト
）
で
、
予
約
価

格
八
千
円
と
い
う
の
は
、
内
容
が

あ
っ
て
格
安
な
値
段
で
す
。

　
広
く
、
ご
購
入
を
お
す
す
め
く

だ
さ
い
。

　
編
さ
ん
方
針
の
特
長

一
、
各
分
野
ご
と
に
、
専
門
の
エ

　
キ
ス
パ
ー
ト
に
、
調
査
執
筆
を

し
ト
と
　
ト
ヒ
ヒ
　
し
じ
ヒ
ヒ
ト
ト
　
ト
し
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ト
ヒ
ト
ト
ト
ヒ
ト
サ
　

麟
懸
緩
欝
懸
灘
醗
霧
悪
悪
璽

闘
開
關
薩
藁
闘
睡
輔
鶴
圃
麗
閲
翻
開
囎
』
寧

」
ヨ
肇
］
」
「
刈
」
］
］
］
］
］
「
」
ヨ
ヨ
］
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
「
」
N
」
ヨ
ヨ
ヨ
］
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
た
こ
と
。

町
史
の
『
し
お
り
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
皆
さ
ん
の
関
心
に
答
え
、
身

　
　
　
配
布
は
じ
ま
る
　
　
　
　
近
か
で
わ
か
り
よ
く
、
易
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
文
を
志
し
た
こ
と
。

　
　
　
　
、

三
、
第
一
部
《
自
然
》
、
・
第
二
部

　
《
歴
史
》
で
、
他
の
既
刊
紙
に

　
劣
ら
な
い
内
容
を
重
視
し
た
こ

　
と
は
も
と
よ
り
、
殊
に
、
近
代
、

　
現
代
の
頁
数
を
大
幅
に
ふ
や
し
、

　
町
の
近
、
現
代
史
の
三
本
柱
で

　
あ
る
、
医
療
機
関
の
充
実
、
初

　
等
中
等
教
育
の
充
実
（
地
元
で

　
高
校
教
育
を
）
、
道
路
の
整
備
と

　
鉄
道
を
通
す
ま
で
の
歩
み
、
を

　
掲
載
。

　
こ
の
こ
と
は
、
明
日
の
松
代
づ

く
り
と
も
関
係
す
る
部
門
で
あ
り
、

そ
の
内
容
記
述
仁
は
、
意
を
用
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
頁
数
が
千
頁
を
、
は
る
か
に
越

え
た
の
も
右
の
理
由
に
よ
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
予
約
受
付
は
九
月
末
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
町
史
の
完
成
は
三
月
末

　
し
お
り
の
中
の
体
裁
写
真
を
み

る
と
、
町
史
が
で
き
上
っ
た
よ
う

に
み
え
ま
す
。
こ
れ
は
ツ
カ
見
本

で
し
て
、
中
の
紙
は
白
紙
で
す
。

　
実
は
、
印
刷
は
十
一
月
か
ら
始

ま
る
の
で
す
。

　
第
一
回
目
の
原
稿
が
、
監
修
の

先
生
の
点
検
を
受
け
、
更
に
第
二

稿
、
三
稿
と
点
検
が
進
み
ま
す
。

写
真
、
図
版
、
表
は
こ
れ
で
よ
い

か
、
位
置
、
型
は
ど
う
か
を
工
夫

し
て
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
か
ら

印
刷
会
社
へ
回
す
の
に
、
ま
だ
ま

だ
、
四
ヶ
月
程
か
か
り
ま
す
。

　
お
こ
と
わ
り

　
し
お
り
を
み
ま
す
と
、
ミ
ス
プ

リ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
良
い
町
史
に
す
る

為
、
今
後
何
度
か
検
討
が
あ
り
、

節
の
段
階
で
二
、
三
ヶ
所
目
次
が

改
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
、
お
こ
と
わ
り
し

て
お
き
ま
す
。

◎
執
筆
者
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
古
代
、
中
世
初
期
担
当
の
平
野

だ
ん
ぞ
う

団
三
先
生
（
8
3
歳
）
は
、

去
年
暮
に
最
愛
の
御
老
妻
を
亡
く

さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
血
圧
が

高
く
て
、
不
快
を
訴
え
ら
れ
た
奥

さ
ま
を
気
に
し
な
が
ら
、
松
代
な

ら
び
に
周
辺
調
査
に
何
度
も
、
足

を
運
ん
で
下
さ
っ
た
先
生
で
す
が
、

秋
以
降
、
奥
様
が
倒
れ
ら
れ
て
か

ら
、
高
田
の
中
央
病
院
で
、
奥
さ

ま
に
つ
き
き
り
の
看
病
を
し
な
が

ら
、
小
机
を
借
り
て
、
病
室
の
床

で
原
稿
を
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ず
け
ず
け
と
云
う
、
こ
わ
い
お
爺

様
先
生
で
す
が
、
そ
の
律
儀
な
お

人
柄
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
保
健
、
衛
生
を
担
当
し
て
下
さ

っ
た
、
松
代
・
家
持
屋
の
関
谷
友

一
郎
さ
ん
は
、
三
ツ
井
屋
さ
ん
で
、

松
代
の
診
療
所
が
、
終
戦
後
、
間

も
な
く
発
足
し
た
時
か
ら
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
　
し

界
の
仕
事
に
打
ち
こ
ん
だ
、
生
辞

ぴ
き引

の
よ
う
な
人
で
す
。
昔
、
肺
を

患
わ
れ
、
且
つ
戦
争
で
体
を
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
し
ゅ
く
き

め
ら
れ
た
氏
は
、
空
気
濃
縮
器
を

　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ

部
屋
に
置
き
、
鼻
に
管
を
通
し
た

状
態
で
三
年
に
な
り
ま
す
。

　
「
お
ら
だ
め
ど
オ
、
も
う
書
け

ね
え
一

　
「
い
や
、
あ
ん
た
で
な
け
れ
ば

書
け
な
い
所
で
す
、
構
文
の
制
約

や
、
細
か
い
約
束
事
を
ぬ
き
に
し

て
、
書
け
る
だ
け
書
い
て
下
さ
い
一

　
何
度
、
無
理
な
お
願
い
を
し
た

か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
午
前
は
書
い
て
い
た
が
、
疲
れ

て
だ
め
だ
と
、
床
に
伏
せ
て
居
ら

れ
る
氏
を
み
つ
め
て
、
涙
を
催
し

そ
う
に
な
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
、

ま
し
た
。

　
五
万
七
千
字
を
書
い
て
も
ら
う

所
が
、
八
万
字
余
に
な
り
ま
し
た
。

　
真
摯
な
氏
の
ほ
と
ば
し
る
よ
う

な
論
文
を
、
二
万
数
千
字
も
限
ら

れ
た
松
代
町
史
の
中
の
頁
数
に
合

わ
せ
て
減
ら
す
の
が
、
編
纂
室
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

仕
事
で
す
。
良
寛
の
よ
う
に
痩
せ

て
、
病
床
に
起
き
て
書
い
て
下
さ

っ
た
姿
を
思
い
、
悲
し
、
い
作
業
で

し
た
。
氏
の
原
稿
も
や
が
て
、
監

修
の
中
村
先
生
か
ら
返
っ
て
参
り

ま
す
。
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ノ
ノ

薫
藁

灘
婁

　
　
．
灘
華

　
　
　
　
　
　

撫

麟
藝 嚢i

鍵灘
轍

慧
灘

郷
襯
翼

簾

羅蟹難
　購騰雛

獄

鑛
難礁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
と
こ
ろ
で
、
十
日
町
方
向
に
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
た
乗
用
車
が
路
上
に
落
ち

《

遜

騨▲シートベルトのお陰で奇跡的に
　　ケガがなかった
（松代分遣所　村山さん撮影）

露

て
い
た
段
ボ
ー
ル
を
か
わ
そ
う
と

ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、
反
動
で
蛇
行

し
ト
ン
ネ
ル
壁
面
に
接
触
の
後
、

松
代
方
向
に
走
っ
て
き
た
ト
ラ
ッ

ク
と
衝
突
、
炎
上
し
た
も
の
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
が
煙
の
吹

き
出
口
に
、
ト
ン
ネ
ル
内
は
煙
突

に
早
変
わ
り
、
消
火
に
駆
け
付
け

た
十
日
町
消
防
署
員
が
猛
煙
で
一

酸
化
炭
素
中
毒
症
に
な
り
十
日
町

病
院
に
入
院
す
る
な
ど
、
あ
わ
や

大
惨
事
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を

他
人
事
に
思
っ
て
い
た
私
た
ち
も
、

考
え
て
み
る
と
松
代
町
の
出
入
り

口
が
長
い
ト
ン
ネ
ル
で
十
日
町
・

上
越
方
面
へ
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
事
故
が

越
き
た
ら
…
…
…
。
万
が
一
を
想

定
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
運
転
を

も
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
煙
の
怖
さ
を
ま
ざ
ま
ざ

　
　
　
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
翼
縫
　
　
　
　
蹴
難
F

　
　
　
蝋
嚢
　
　
　
　
　
購
　
鰐

繍穰
耀
，
ー

〆
眠㌦

欝
欝

曽
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松代町の

鳥　
」

野

シ
リ
ー
ズ
⑰

キ

　
お
と
ぎ
話
、
　
「
桃
太
郎
の
鬼
退

治
」
桃
太
郎
が
鬼
が
島
に
で
か
け

け
る
時
、
イ
ヌ
、
サ
ル
、
キ
ジ
を

連
れ
て
行
き
、
キ
ジ
は
双
眼
鏡
の

役
目
を
し
無
事
鬼
退
治
を
し
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ジ
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い

ほ
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
鳥
の
一
種
で
、

一
九
四
七
年
に
日
本
の
国
鳥
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
で
は
国
鳥

に
指
定
さ
れ
て
い
る
鳥
は
保
護
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
狩
猟

鳥
と
し
て
、
猟
期
に
は
一
日
二
羽

以
内
な
ら
捕
獲
し
て
よ
い
こ
と
に

に
な
っ
て
お
り
、
年
間
全
国
で
六

〇
万
羽
の
キ
ジ
が
捕
獲
さ
れ
、
世

界
で
は
国
鳥
を
捕
獲
し
て
よ
い
国

は
日
本
だ
け
の
よ
う
で
す
。
し
か

も
多
量
に
捕
獲
す
る
の
で
獲
物
が

少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら

高
い
お
金
を
出
し
て
人
工
養
殖
し

て
放
鳥
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

そ
の
地
域
に
本
来
棲
ん
で
い
る
キ

ジ
と
放
鳥
し
た
キ
ジ
と
交
雑
し
て

ジ
松
　
永
　
　
洗

亜
種
の
段
階
で
の
純
粋
種
が
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
と
言
う
の

は
、
キ
ジ
に
は
亜
種
が
多
く
分
類

し
ま
す
と
キ
ジ
目
キ
ジ
科
と
な
り

ま
す
が
、
地
域
に
よ
り
形
態
が
異

な
り
、
本
州
は
新
潟
県
、
茨
城
県

よ
り
北
は
、
キ
タ
キ
ジ
、
富
山
、

長
野
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
以
南
、

四
国
は
、
ト
ウ
カ
イ
キ
ジ
、
山
口

県
、
九
州
、
五
島
列
島
に
は
、
キ

ュ
ウ
シ
ュ
ウ
キ
ジ
、
伊
豆
半
島
、

三
浦
半
島
、
紀
伊
半
島
、
屋
久
島
、

種
が
島
、
伊
豆
諸
島
に
は
、
シ
マ

キ
ジ
と
そ
れ
ぞ
れ
棲
み
分
け
て
分

布
し
て
い
た
の
で
す
が
人
工
養
殖
、

放
鳥
は
そ
の
分
布
を
無
視
し
て
行

な
っ
た
た
め
、
亜
種
段
階
で
交
雑

し
純
粋
な
も
の
は
少
な
く
な
っ
た

の
で
す
。
実
際
に
キ
ジ
だ
け
で
な

く
、
昭
和
四
六
年
一
月
に
浦
川
原

村
地
内
で
、
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
の
雄

と
ヤ
マ
ド
リ
の
雌
の
雑
種
が
捕
獲

さ
れ
、
当
時
新
聞
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
別
種
で
も
交
雑
す
る
の
で

す
か
ら
、
同
じ
キ
ジ
で
あ
れ
ば
亜

種
間
で
は
交
雑
す
る
の
は
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
で
す
。
松
代
町
の
キ

ジ
は
本
来
キ
タ
キ
ジ
の
分
布
域
で

す
が
、
放
鳥
キ
ジ
は
ト
ウ
カ
イ
キ

ジ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
松
代
の

キ
ジ
は
両
方
の
血
を
受
け
つ
い
だ

ハ
ー
フ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
う

少
し
、
種
、
亜
種
を
考
え
て
放
鳥

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
に

は
、
人
工
放
鳥
し
た
大
陸
産
の
コ

ウ
ラ
イ
キ
ジ
の
み
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
今
で
は
純
粋
の
キ
ジ
を
見

れ
る
の
は
皇
居
の
中
だ
け
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ジ
は
一
夫
多
妻
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
普
通
雄

一
羽
に
雌
五
～
六
羽
と
い
う
の
が

多
い
よ
う
で
す
。
一
九
八
三
年
九

月
一
八
日
、
大
潟
町
の
鵜
ノ
池
で

雄
一
羽
に
雌
九
羽
と
い
う
群
が
日

光
浴
を
し
て
い
る
の
を
観
察
し
ま

し
た
が
、
男
の
甲
斐
性
を
見
せ
つ

け
ら
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
そ
の
反
面
一
夫
一
婦
と
い
う
も

の
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

ナ
ワ
バ
リ
と
、
雌
の
数
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
キ

ジ
は
、
ニ
ワ
ト
リ
と
同
じ
地
上
で

生
活
す
る
習
性
を
持
っ
て
い
る
た

夏
こ
そ
献
血
に
ご
協
力
を

　
ギ
ラ
ギ
ラ
照
り
つ
け
る
太
陽
、

夏
に
な
る
と
日
中
に
外
を
出
歩
く

人
が
少
な
く
な
り
、
同
時
に
献
血

を
す
る
人
も
減
少
し
ま
す
。
ふ
だ

ん
献
血
し
て
い
る
人
も
”
献
血
休

み
”
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　
ど
う
ぞ
夏
ほ
ど
献
血
に
ご
協
力

下
さ
い
。

起
イ

へ
，ひ

　冥
靡や

配

　
献
血
量
に
は
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
献
血
と
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
の
二
方
法
あ
り
ま
す
が
ど
ち
ら

を
選
ぶ
か
は
献
血
者
の
自
由
で
す
。

ま
た
、
献
血
時
に
使
用
す
る
注
射

針
や
血
液
バ
ッ
グ
は
一
人
ず
つ
取

り
換
え
ま
す
の
で
、
献
血
に
よ
り

エ
イ
ズ
や
肝
炎
な
ど
に
感
染
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
あ
な
た
の
愛
を
。

ロ征

騰無

用

7月27日依）

ル則場役場所

午前9時30分～間時

午後3時まで
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め
雪
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

筆
者
が
上
越
市
で
住
ん
で
い
た
家

の
近
く
に
、
雄
一
羽
に
雌
四
羽
の

平
均
的
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
住
ん
で
い

た
の
で
す
が
昭
和
五
八
年
か
ら
の

大
雪
で
毎
年
雌
が
少
な
く
な
り
、

六
一
年
の
三
月
に
は
雄
の
み
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
．

そ
の
後
ど
こ
か
ら
か
雌
の
侵
入
が

あ
り
そ
の
雄
は
二
羽
の
雌
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
松
代

町
で
も
雪
の
た
め
キ
ジ
の
雌
の
数

は
少
な
い
よ
う
で
、
今
年
五
月
始

め
蒲
生
地
内
で
、
雄
一
羽
雌
一
羽

を
確
認
し
ま
し
た
が
、
松
代
町
で

は
通
常
の
雄
一
羽
雌
四
～
五
羽
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
形
成
不
可
能
か
も

知
れ
ま
せ
ん
、
松
代
町
で
は
普
通

に
観
察
さ
れ
ま
す
が
数
は
少
な
く

猟
友
会
で
は
放
鳥
し
て
い
ま
す
が

松
代
町
で
放
鳥
し
た
も
の
が
他
所

で
捕
獲
さ
れ
る
な
ど
移
動
し
て
い

る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
キ
ジ
の
生
活
を
見
る
と
朝
は
、

日
の
出
前
に
ネ
グ
ラ
か
ら
出
て
採

餌
し
ま
す
。
餌
は
、
あ
ら
ゆ
る
植

物
の
種
子
、
果
実
、
脱
果
、
葉
、

芽
、
根
、
花
の
ほ
か
、
昆
虫
の
成
・

幼
虫
、
タ
ニ
シ
、
カ
タ
ツ
ム
リ
小

さ
な
ヘ
ビ
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
な
ど

を
食
べ
、
砂
浴
び
を
し
た
り
し
て

一
日
を
す
ご
し
日
没
前
に
ネ
グ
ラ

に
入
り
ま
す
。
ネ
グ
ラ
は
樹
上
で

す
。
繁
殖
活
動
は
、
雄
が
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
四
方
の
ナ
ワ
バ
リ
を
持

ち
、
そ
の
中
に
四
～
五
羽
の
雌
が

四
～
七
月
頃
草
原
、
低
木
林
、

牧㌦
灘

農

耕
地
周
辺
の
草
む
ら
の
地
面
に
凹

地
を
作
り
中
に
、
枯
草
、
枯
葉
を

敷
き
、
褐
色
を
帯
び
た
緑
灰
色
無

斑
の
卵
を
六
～
二
一
個
産
み
、
二

三
～
二
五
日
抱
卵
し
ま
す
。
艀
化

し
た
雛
は
、
す
ぐ
に
歩
き
、
自
分

で
餌
を
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が

雌
親
が
連
れ
歩
き
ま
す
。
こ
の
行

動
範
囲
は
雄
の
ナ
ワ
バ
リ
に
関
係

な
く
行
動
す
る
の
で
す
。
雛
は
、

一
〇
月
に
な
る
と
親
と
同
じ
大
き

さ
に
な
り
独
立
し
ま
す
。
こ
の
こ

ろ
か
ら
雄
同
志
、
雌
同
士
の
群
に

な
り
三
月
こ
ろ
ま
で
続
き
ま
す
。

雄
は
子
育
て
に
は
一
切
か
か
わ
ら

ず
ナ
ワ
バ
リ
内
を
警
戒
す
る
の
み

で
す
。
昔
の
こ
と
わ
ざ
に
、
　
「
焼

　
　
き
ず
き
す

野
の
推
、
夜
の
鶴
」
と
い
い
、
キ

ジ
の
雌
は
焼
け
死
ん
で
も
巣
と
離

れ
な
い
と
い
わ
れ
る
愛
情
の
深
さ

を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
国
鳥
に
指
定
さ
れ
狩
猟

鳥
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
な
が
ら

生
態
の
わ
か
っ
て
い
な
い
鳥
の
一

種
で
、
ナ
ゾ
の
部
分
も
多
い
の
で

す
。
そ
ろ
そ
ろ
純
粋
な
キ
ジ
を
残

す
た
め
の
努
力
を
す
る
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
北
原
白
秋
の
キ
ジ
の

歌
で
こ
の
項
を
終
り
ま
す
。

　
澄
み
と
ほ
る

　
　
青
の
真
竹
に

　
　
　
尾
を
触
れ
て

　
一
声
哺
く
か
、

　
　
　
　
　
き
ぎ
す

　
　
　
薮
原
推
子

知
っ

吸法
根元がのどの奥に落ち込んで、
す。

、下あごを押し上げるようにし

て
い
る
と

　
　
便
利
な
救
急
法

A

範嫡
　一一ミ…i≡≡q

　孕『一

￥
”

　
ノ缶B

ε
　　　ぜ

　　気道ノ．　、』一／

人ロ呼
（A）意識のない人は、舌の

　　気道がふさがっていま

（B）手を額とあご先にあて

　　て、頭部を後屈させる

　　と気道が開きます。

…呼吸が止まっていたら…

※5秒に1回（小供4秒に
1回）吹き込みます※

（C）額を押さえている手の

　　親指と人差し指で、患
　　者の鼻をつまみます。

（D）自分の口を大きく開け

　　て、患者の口まわりに

　　かぶせ、患者の胸が軽

　　くふくらむまで息を吹
　　き込みます。

（E）口を離して自然に呼気

　　をさせ、自分の耳を患

　　者の口に近づけて呼気
　　を確かめ、胸の動きを

　　見て、効果的に行われ
　　ているか確かめます。

護

晦兼ノ融，．、

～釦。グ
耀隻f

匿　　　　　　C

　　、●，1鞠

1…薯

讐

・塾漣

　　＼＼

　乙、鋤ノ，

擬読
ン　ー漁隻

躍良込・陽

　　　㌧、

　　　　　　D

廻〉
　、》5

ノ　＼＼

　　ノン．
．ド…ノ悌…

　　イ　」・　　　㌧

　　　●

　　　E

’
・
斗

“き

≒
　
ε

舅劇、＼
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　　祈　交通安全

松苧神社印入り

　　　折り鶴作戦
交鑑幾奎母の謙，藩穣套，妻協犠糞叢部

　
交
通
安
全
母
の
会
（
高
橋
ハ
ツ

会
長
）
で
は
、
交
通
安
全
へ
の
願

い
を
込
め
た
松
苧
神
社
印
入
り
折

り
鶴
三
千
羽
を
作
成
し
ま
し
た
。

折
り
鶴
は
各
部
落
の
代
議
員
さ
ん

に
分
け
作
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、

で
き
上
が
り
の
羽
を
広
げ
る
と
「

祈
交
通
安
全
」
と
も
う
一
方
の
羽

に
は
「
松
苧
神
社
」
の
印
影
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
子
供
会
（
鈴
木
益
夫

会
長
）
で
は
、
会
の
結
成
十
周
年

を
記
念
し
や
は
り
同
様
の
折
り
鶴

二
千
羽
を
折
り
上
げ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
羽
の
裏
に
自
分
の
名
前
を

書
き
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
合
計
五
千
羽
の
折
り
鶴
は
、
七

月
十
六
日
、
松
苧
神
社
で
お
は
ら

い
を
受
け
た
後
、
町
内
全
戸
に
一

羽
ず
つ
配
布
、
松
苧
神
社
と
警
察

署
に
奉
納
さ
れ
る
他
、
町
を
通
過

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
り
安
全
運

・
転
を
呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
．

　
「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

　
母
の
会
と
子
供
会
の
皆
さ
ん
が
、

交
通
安
全
の
願
い
を
こ
め
一
羽
ず

つ
折
っ
た
も
の
で
す
。

　
車
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
部
屋
の

飾
り
と
し
て
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

　
吸
盤
に
尾
を
差
し
込
み

　
　
愛
車
の
お
守
り
に
。

　
　
〈
畿

安全運転”クーノレ1こ夏のこ黛

君B内の交通事故夢

　　　発生状況（620現在）

　
　
　
　
》

＼
乏
彩
顎
∠
．

弐
髪
〆
－
笏
、
’
　
、

’
・
／
彰
馨
！
z
．
－

．
獲
蓼
諺
ジ

　
　
　
　
　
　
　
、
ら
・

実施期間

　7月21日（木）

　　～8月20日（土）

、
ソ

、

卜
3

‘

（
　
　
’

か縄

　
　
　
離

　
　
h
卜
巨

　
　
　
星

も
一
間

スローガン

　急ぐと
守れスピ

　　車

松代町での

事故の形態

傷者 死亡 件数 町　　村

7 5 安塚町

車車車バ車自

　　イ
　対　ク対損
対　対
　バ　対自事
　イ　　転
車タ人人車故

6 1 6 浦川原村

9 7 松代町

9 1 4 松之山町

3 3 大島村

31　　1　2 1 1 牧　　村

7 35 2 26 計
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鯨

雛
駆

絵萎講
鱗

講

鱗灘　　　．．毫
　　　▲豪華な鎧と兜が周りを圧倒

幽

▲
催
し
も
の
会
場
の

　
入
ロ
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
鮮
や
か
な
色
彩
と
見
事

　
　
　
な
絵
が
お
客
さ
ん
の

　
　
　
　
足
を
く
ぎ
づ
け
に

鵬

　
ふ
れ
あ
い
　
さ
わ
や
か

　
　
　
“
う
る
お
い
の
新
潟
”

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
に
い
が
た

の
ふ
る
さ
と
展
が
、
県
の
主
催
で

去
る
六
月
十
六
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
の
六
日
間
、
新
潟
伊
勢
丹
デ

パ
ー
ト
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
年
で
三
回
目
と
な
っ
た
こ
の

事
業
は
、
県
内
の
農
山
村
が
市
に

集
い
、
幅
の
広
い
交
流
を
深
め
、

調
和
の
と
れ
た
地
域
社
会
の
形
成

や
定
住
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

糊
難
醐
羅
難
．

け
ん
ち
ん
汁
本
舗

の
缶
詰
製
品
な
ど

が
六
階
の
物
産
展

の
一
角
で
販
売
さ

れ
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
展
示
場

で
は
室
野
大
越
忠

製
作
所
の
鎧
と
兜

が
豪
華
な
装
飾
で
、

声

▲名産のそば、けんちん汁、おかゆ、まめり

　に人気が集まりました。

▲万代シティで勇壮な響きを披露

蓬
平
の
若
井
鷹
之
丞
さ
ん
と
松
代

ひ
ょ
う
た
ん
愛
好
ク
ラ
ブ
の
花
ひ

さ
ご
が
華
麗
な
色
調
、
繊
細
タ
ッ

チ
の
図
柄
で
訪
ず
れ
た
人
々
の
足

を
止
め
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。　

一
方
、
去
年
の
秋
に
引
き
続
き

新
潟
で
の
“
お
披
露
目
”
と
な
っ

た
犬
伏
の
松
苧
太
鼓
、
午
前
の
万

代
シ
テ
ィ
広
場
に
続
き
午
後
か
ら

は
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
内
で
勇
壮
な

響
き
を
と
ど
ろ
か
せ
、
盛
ん
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
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◆
⇔
Φ
⇔
φ
◆
⇔
⇔

　
　
　
　
　
㊨
◎
⑤
㊥
◎
O
㊤

　花火をするときは￥大人と一緒に安全な場所で消火の準備
をするなど細ノ鵬意を払って行うことが大切砿　　花花

を論騰絵Ψえやすいものの近くで疏火を火火
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　ワ　9　、／　　　るし

　　　　、．．，樋眈　　　炎姦

　　　　　　ラ継飛　　　　旨
　　　　　　　　　　伽b　　　　　　　　　つ

＼
、
・
＝
、

交
通
安
全
標
語
決
ま
る

山
父
通
安
全
標
語
に
応
募
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
下
記
二
点
を
優
秀

作
品
に
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
残
念
な
が
ら
選
に
洩
れ

た
方
々
，
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
ま
ち
は

　
　
　
　
　
じ
こ
の
な
い
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
る
い
ま
ち

　
　
　
儀
明
　
な
か
む
ら
だ
い
す
け
君
（
6
歳
）

ゆ
ず
ら
れ
て

　
　
　
　
　
感
謝
の
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
で
△
口
図

　
　
　
池
尻
　
室
　
岡
　
一
　
恵
さ
ん
（
4
0
歳
）

○
，
，
，
◆
、
◆
．
，
◆
，
φ
－
，
◆
，
◆
．
．
◆
，
，
，
◆
，
．
◆
，
．
．
9
・
◆
．
φ
，
，
，
，
1
・
φ
，
，
◆
・
，
◆
－
．
，
・
1
－
◆
・
・
φ
－
－
○
－
－
○
・
・
φ
－
φ
－
－
1
・
ー
○
－
◆
－
○
－
－
○
－
－
1
・
－
◆
－
φ
－
－
O
i
O
－
－
φ
－
φ
－
■
i
O
…
9
1
■
φ
、
、
ト
φ
…
，
○
ー
○
…
φ
…
0

　
　
＊
造
建
筆
の
労
働
災
害
絶
誠
を
〃

～
全
災
害
の
四
分
の

　
住
宅
の
新
築
は
人
生
に
と
っ
て

大
事
業
で
あ
り
誠
に
お
め
で
た
い

こ
と
で
す
が
、
一
方
、
住
宅
の
解

体
、
建
築
工
事
に
伴
い
、
従
来
か

ら
非
常
に
多
く
の
労
働
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
署
管
内

（
六
市
町
村
）
で
の
全
産
業
労
働

災
害
の
2
5
％
を
占
め
る
大
変
な
状

況
で
す
．

　
木
造
家
屋
建
築
工
事
労
働
災
害

発
生
状
況

○
過
去
十
年
間
で
、
四
二
七
件

　
　
　
　
　
一
～

　
（
う
ち
死
亡
　
三
件
）

〇
六
十
二
年
一
年
間
で

　
（
う
ち
転
落
・
墜
落

十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

四
一
件

二
件
）

　
施
工
業
者
・
作
業
者
の
み
な
さ

ん
／
。

○
現
場
責
任
者
を
必
ず
配
置
し
て

下
さ
い
。

○
墜
落
災
害
防
止
に
万
全
を
期
し

て
下
さ
い
。

○
木
工
機
械
の
安
全
作
業
を
守
っ

て
下
さ
い
。

○
材
料
運
搬
等
も
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

　
施
主
の
み
な
さ
ん

○
無
事
故
で
工
事
が
終
了
す
る
よ

う
安
全
施
工
に
つ
い
て
ご
理
解
・

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　昭和63年度

国家公務員採用III種試験（税務）のおしらせ

　　　　　　高校卒業程度
受験資格昭和43年4月2日から昭和46年4月1日までに

　　　　に生まれた者
受験手続　受験申込　人事院関東事務局、閏東信越国税

　　　　紙の請求先　局人事第二課又は最寄りの税務署

　　　　受付期間　7月6日（水）～7月13日（水）

　　　　申　込　先　人事院関東事務局

　　　　　　　　〒100東京都千代田区大手町1－3－3

　　　　　　　　　　　　合同庁舎3号館
第1次試験試験日10月2日（日）
　　　　試験地浦和熊谷、水戸、土浦、宇都宮、

　　　　　　　　前橋、長野、上田、松本、新潟、長岡、

　　　　　　　　上越の各市及び佐渡郡佐和田町

　　　　合格発表11月1日（火）
第2次試験試験　日　11月7日（月）から18日働までの間

最終合格発表　発　表　日　12月14日㈱

採用内定　通　　　知　合格発表後、採用国税局から通知

採　　用採用日昭和64年4月1日（土）
　　　　採用予定関東甲信越地域で約370人（東京国

　　　　人　　　員　税局、関東信越国税局採用者）

　※詳しいことは、高田税務署（0255－23－4171）へ

停

》

芝 峠

400m
堀削

↓

τ
残
り

400m

～目

4皿 泉

講習の区分　水質関係第2種及び第4種

講習日昭和63年9月12日（月）

　　　　　　　　　～9月14日（水）
講　習　会　場　三条市体育文化センター

　　　　　　三条市荒町2丁目1－8
仮申込受付期間　昭和63年7月11日（月）

　　　　　　　　　～7月30日（土）

受講仮申込手続、講習の詳細については最寄

の保健所又は下記宛にご連絡下さい

新潟県環境保健部　公害対策課　管理係

〒950　新潟市新光町4番地1
　　Tbl　O25（285）5511　内2713

公
害
防
止
管
理
者
資
格
認
定
講
習
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税
に
関
す
る
高
校
生
の

　
　
　
　
　
　
作
文
・
中
学
生
の
標
語
募
集

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で
は
、
本
年
度
も
全
国
の
高

校
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」

を
、
ま
た
、
中
学
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も

税
に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
．

　
【
作
文
】

●
応
募
数

●
締
切
日

●
表
　
彰

　
【
標
語
】

●
応
募
数

●
締
切
日

運転免許証の有効期間が

一
人
一
編
、
三
千
字

以
内

九
月
五
日
（
月
）

優
秀
作
品
に
は
、
国

税
庁
長
官
賞
や
国
税

局
長
賞
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
す
。

一
人
一
編

九
月
五
日
（
月
）

昭和63年8月15日までの方は

駅嗣5岡㈱鞭騰嚢
町総合センターで受付いたします。

　
運
転
免
許
証
の
更
新
が
松
代
で

で
き
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
安
塚
警
察
署
と
郡
安
協
の
特
段

の
配
慮
に
よ
り
、
県
内
で
た
だ
一

ヶ
所
出
張
更
新
を
や
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
持
参
す
る
も
の

　
○
運
転
免
許
証

　
○
免
許
証
用
写
真
一
枚

　
○
収
入
証
紙
　
二
千
四
百
円

　
○
協
会
会
費
　
千
五
百
円

　
○
郡
安
協
発
行
の
更
新
の
お
知

　
‘
ら
せ
ハ
ガ
キ

◎
大
型
免
許
・
二
種
免
許
を
お
持

ち
の
方
は
、
深
視
力
検
査
が
で
き

な
い
た
め
松
代
で
で
き
ま
せ
ん
。

●
表
　
彰
　
優
秀
作
品
に
は
、
国

　
　
　
　
　
税
局
長
賞
な
ど
が
贈

　
　
　
　
　
ら
れ
ま
す
．

※
応
募
先
は
、
作
文
・
標
語
と
も

〒
9
4
3
　
上
越
市
西
城
町
三
ー

；
ー
十
八
　
高
田
税
務
署
へ

第
三
十
八
回

社
会
を
明
る
く

　
　
　
　
　
　
　
す
る
運
動

～
少
年
の
非
行
防
止
と

　
　
　
　
　
　
更
正
の
援
助
を
～

　
会
年
も
七
月
一
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
全
国
一
斉

に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
地
域
活
動
の
推
進
に

よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
正
の

援
助
」
が
重
点
目
標
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
家
庭
・
学
校
・
職
場
及
び
地
域

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
失
わ
れ
．

つ
つ
あ
る
社
会
連
帯
感
を
よ
み
が

え
ら
せ
、
犯
罪
を
誘
発
し
な
い
よ

う
な
社
会
づ
く
り
と
、
非
行
に
陥

っ
た
少
年
の
更
生
の
た
め
に
、
一

層
広
い
地
域
活
動
を
と
東
頸
城
地

区
保
護
司
会
で
は
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

、
ミ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
講

卿卿吻
灘灘灘蹴礎灘卿灘撚伽耀灘灘辮撚灘卿膨1撒幽卿膨灘轍卿辮卿灘紛伽撒撒灘轍卿伽灘膨聯伽灘瀞撒灘灘盟轍伽膨撚辮吻澱瀦灘砂卿・伽躍伽灘伽灘吻耀聯灘卿卿卿灘吻聯灘伽齢伽撒灘撒卿謝辮灘卿卿紛伽

　
「
こ
ん
ど
の
週
末
、
三
浴
し
に

行
か
な
い
？
」
　
「
そ
う
ね
、
ど
こ

が
い
い
か
し
ら
」
と
若
い
女
性
た

ち
の
会
話
。

　
最
近
流
行
の
三
浴
と
い
う
の
は
、

温
泉
浴
、
日
光
浴
、
そ
れ
に
森
林

浴
の
こ
と
で
す
。

　
木
が
た
く
さ
ん
あ
る
所

に
行
く
と
、
い
い
香
り
が

し
、
す
が
す
が
し
い
気
分

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

樹
木
が
害
虫
な
ど
か
ら
自

分
を
守
る
た
め
に
、
葉
や

芽
か
ら
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド

と
い
う
特
殊
な
物
質
を
発

散
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り

ま
す
。

　
森
林
浴
と
い
う
の
は
、
森
に
入

　
　
讐
．
　
晦
晦

誠
↓
響
職

　
　
蒸
、
魁
し
～
髪
一

　
　
，
、
耳
」
鱗
　
　
縄
難
　
石

　
　
　
ぺ

っ
て
、
こ
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
を

浴
び
る
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
を

発
見
し
た
の
は
、
ソ
連
の
キ
ー
ト

ン
と
い
う
学
者
。
ま
た
、
森
林
浴

と
い
う
言
葉
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
七
年
、
当

時
の
林
野
庁
長
官
が
新
聞
記
者
に

話
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
に
は
、
人
間

　
　
の
神
経
を
鎮
静
化
し
た
り
す

　
　
る
働
き
が
あ
り
、
ま
た
、
木

　
　
の
緑
も
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

　
　
れ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　
森
林
浴
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

　
　
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
は
放
散

　
　
し
や
す
い
の
で
、
森
林
浴
に

　
　
は
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う

　
　
に
な
っ
て
い
る
深
い
森
が
い

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
夏
は
野
外
に
出
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
七
月
二

十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
は
、

「
自
然
に
親
し
む
運
動
」
の
期
問

で
す
。
今
年
の
重
点
目
標
は
「
自

然
を
尊
び
、
自
然
か
ら
学
ぶ
こ
と

の
奨
励
」
で
す
。
こ
の
期
間
中
に

右
川
県
の
能
登
半
島
国
定
公
園
で
、

第
三
十
回
自
然
公
園
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

響
毒
§
華
ミ
華
§
毒
§
藝
§
毒
ミ
毒
§
華
馨
毒
華
ミ
§
奪
華
桑
奪
馨
§
ミ
§
毒
§
毒
ミ
奪
ミ
華
§
奪
毒
奪
馨
毒
ミ
毒
§
藝
華
奪
§
馨
馨
奪
§
馨
§
騙

が欄
灘撒卿紛卿卿卿卿灘灘灘灘耀澱吻倣灘灘灘灘伽謝灘伽謝伽卿紛卿卿灘吻灘伽紛躍灘澱〃謝卿卿謝伽灘伽卿灘吻砂灘吻灘撚卿灘卿灘撒灘謝灘卿伽撒卿謝撚膨伽撒砂撒艦卿砂卿撚卿“卿灘灘伽灘吻卿賜卿
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暑
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
に
日
に
日
射
し
が
強
く
な
り
、

夏
の
到
来
も
真
近
で
す
ネ
。
東
京

か
ら
帰
郷
し
て
8
ヵ
月
が
過
ぎ
ま

す
。
こ
う
し
て
季
節
の
移
り
変
わ

り
と
じ
か
に
接
す
る
事
の
で
き
る

囲
舎
っ
て
い
い
な
、
松
代
っ
て
い

い
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
厳
し
い
冬
の
生
活
を
考
え
る

と
喜
ん
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
考
え
方
を
変
え
て
み
れ
ば
、

厳
し
い
冬
が
あ
る
か
ら
こ
そ
春
の

暖
か
さ
や
い
ろ
ん
な
意
味
を
含
め

て
、
生
命
の
息
吹
を
一
段
と
強
く

感
じ
る
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
．

出
会
い
そ
し
て
決
意

　
さ
て
、
帰
郷
し
て
か
ら
今
ま
で

の
間
を
自
分
な
り
に
振
り
返
っ
て

み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
「
元
気

会
」
の
存
在
が
、
あ
の
頃
の
私
に

良
い
意
味
で
影
響
し
て
い
た
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
が
「
元
気
会
」
と
出
会
っ
た

の
は
、
今
年
に
入
っ
て
し
ば
ら
く

し
た
頃
で
し
た
。
仕
事
を
終
え
て

帰
ろ
う
と
し
た
時
で
す
。
　
「
今
日

集
ま
る
ん
だ
け
れ
ど
話
を
聞
く
だ

け
で
い
い
か
ら
、
居
る
だ
け
で
い

い
か
ら
」
と
、
誘
っ
て
い
た
だ
い

た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
。
見
知

ら
ぬ
所
へ
、
置
き
去
り
に
さ
れ
た

よ
う
な
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
元
気
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
方
達

は
と
て
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
気
が
つ
い
た
ら
私
も
「
元

気
会
」
で
活
動
し
て
い
た
の
で
す
。

東
京
に
い
る
頃
、
何
で
も
い
い
、

一
つ
の
事
を
す
る
為
に
仲
間
が
集

ま
る
な
ん
て
事
は
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
そ
う
い
う
仲

間
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
け
れ
ど

若
　
井
　
こ
ず
え

も
今
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
別
の

意
味
で
自
分
の
心
の
寄
り
所
、
居

場
所
を
も
う
一
つ
見
つ
け
た
よ
う

な
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。

　
先
に
、
　
「
元
気
会
」
の
存
在
が

私
に
影
響
し
て
い
た
と
書
き
ま
し

た
が
、
あ
れ
は
ち
ょ
う
ど
「
冬
の

陣
」
の
頃
で
し
た
。
あ
の
時
私
は

い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、

松
代
に
残
る
か
、
松
代
を
離
れ
る

か
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
悩
ん
だ
結

果
、
松
代
に
残
る
事
に
決
め
た
の

で
す
。
決
め
た
理
由
に
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も
深
い

所
で
決
定
づ
け
た
の
が
「
元
気
会
」

の
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が

最
大
の
影
響
で
す
。
こ
の
仲
間
達

と
一
緒
に
何
か
作
っ
て
み
た
い
、

こ
の
仲
間
達
と
な
ら
苦
労
し
て
も

い
い
、
悩
ん
で
も
い
い
と
思
い
ま

し
た
。
（
少
し
オ
ー
バ
ー
か
な
？
）

そ
れ
程
強
く
ひ
か
れ
た
の
で
す
。

私
一
人
の
力
や
考
え
な
ど
微
々
た

る
も
の
で
す
。
け
れ
ど
1
0
人
2
0
人

と
集
ま
れ
ば
、
と
て
も
大
き
な
力

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
説
明
不
足
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
今
実
感
し
て
い
ま
す
。

松
代
に
帰
っ
て
来
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
事
。
　
「
元
気
会
」
と
出
逢

え
た
事
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人

と
し
て
他
地
域
の
若
い
人
達
と
交

流
の
場
が
持
て
る
事
。
生
活
に
関

わ
る
考
え
や
意
見
（
農
業
や
克
雪

問
題
に
つ
い
て
）
が
聞
け
る
事
な

ど
、
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
い

っ
た
経
験
は
、
必
ず
自
分
の
た
め

に
プ
ラ
ス
に
な
る
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
も
っ
と
多
く
の
人
達

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
い
人
達
に
は
そ
れ
以
上
に
。

か
く
い
う
私
も
自
分
自
身
に
問
い

か
け
な
が
ら
、
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
5
月
2
1
日
～
6
月
2
0
日
受
付
）

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
（
出
生
）

　
　
　
あ
い

佐
藤
　
愛
ち
ゃ
ん
　
一
重
・
厚
子
さ
ん

　
（
長
女
・
室
野
　
や
す
べ
え
）

　
　
と
も
　
お

萬
羽
智
雄
ち
・
ん
　
二
男
・
純
子
さ
ん

（
長
男
・
松
代
　
ま
る
ま
ん
や
）

　
幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

関
谷
公
明
・
小
野
塚
光
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
代
・
三
吉
屋
）

市
川
晴
男
・
金
　
貞
玉
さ
ん

　
　
　
　
（
小
屋
丸
・
か
み
や
）

小

堺ご
佐
藤

冥
福
（
死
亡
）

直
吉
さ
ん
　
8
1
歳

　
（
池
尻
・
友
右
エ
門
）

儀
鷹
さ
ん
8
3
歳

　
　
（
竹
所
・
梨
の
木
）

鈴
木

相
澤

米
持

ハ
ナ
さ
ん
　
8
8
歳

　
　
（
松
代
・
月
日
屋
）

喜
七
さ
ん
　
7
4
歳

　
　
　
（
太
平
・
糀
屋
）

ト
メ
さ
ん
　
7
3
歳

　
　
（
室
野
・
上
澄
屋
）

　
　
金
月
の
表
紙

　
六
月
二
十
五
日
夜
十
時
、
一
四

三
名
の
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者

が
二
十
キ
。
先
の
大
厳
寺
高
原
目
指

し
て
総
合
体
育
館
を
出
発
。
四
時

間
後
全
員
完
歩
し
ま
し
た
。



こうほう・まつだい（63．7月号）1”IIIIl川II”IIllllII”1”lllII”III”iIll”II川II”IIII”IIlmII”III”IlliIIll“Illll”II”iIll”IllIIll”IIlllIIII”IIII”lliII”ll”16

文
　
一

芸

｛麗薩
1恥四『F

し
ぶ
み
句
会

田
疲
れ
や
村
三
十
戸
早
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
し

八
十
八
手
間
懸
け
初
め
の
種
子
籾

洗
ふ
　
　
　
　
　
　
去
　
水

新
茶
と
て
茶
器
一
式
も
改
ま
り

梅
雨
模
様
老
婆
無
心
に
草
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

草
笛
や
管
領
塚
の
物
語

田
植
枠
使
い
峡
田
を
守
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ビ
ー
ル
抜
く
深
山
の
空
や
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

ト
ン
ネ
ル
の
入
口
出
口
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

苔
も
ま
た
美
し
き
も
の
寺
の
坂

菊
芽
挿
し
終
え
て
今
日
の
旅
仕
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

短
夜
の
月
残
し
け
り
朝
の
風

畦
道
に
枝
さ
し
か
け
し
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
　
香

初
夏
や
旅
へ
誘
い
の
便
り
来
る

遅
風
呂
や
初
夏
満
月
を
仰
ぎ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

草
笛
が
風
に
乗
り
来
る
大
厳
寺

か
た
つ
む
り
池
を
め
ぐ
ら
す
庵
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

老
杉
に
高
々
藤
の
ま
っ
さ
か
り

草
笛
に
別
れ
を
告
げ
て
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

獅
夏
の
風
切
っ
て
宅
急
便
走
る

蛙
共
が
又
呼
び
戻
す
初
夏
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

分
校
の
子
ら
草
笛
を
教
わ
り
し

蝸
牛
雨
の
つ
つ
き
し
腰
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

草
笛
や
餓
鬼
大
将
の
現
わ
る
る

初
夏
や
新
し
き
鎌
水
透
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

林
中
の
小
暗
き
雨
に
か
た
つ
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

股
引
の
綻
び
み
つ
け
ブ
ト
が
刺
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

齢
す
葉
裏
に
の
ぞ
く
か
た
つ
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

登
校
児
白
き
手
足
の
夏
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

賑
や
か
に
園
児
乗
り
こ
む
初
夏
の

バ
ス
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

初
夏
の
素
足
よ
ろ
こ
ぶ
藁
草
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰
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ミ

汐
え
　
　
　
《

ぱ
水
！

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

葱
・

デ
　
〆

馨
●
、
●

　
　
　
　
沙

　
　
　
糞
シ

み
と
　
ご

嶽
点
Y

　
つ
、
／

q
・
●

6
ら
ぎ

　
　
　
　
　
　
』

あ
と
3
メ
ー
＾
し

　
　
　
　
　
た
3

　
野
総
咲
維
花
、

㎜
欝
燐
灘
灘
鎌
慧
嚢
驚

　
　
　
　
　
　
欝
馨
騨
慧

　
平
地
か
ら
海
抜
一
〇
〇
〇
米
位

ま
で
広
く
ま
ば
ら
に
分
布
し
、
半

日
か
げ
を
好
む
、
生
活
力
の
た
く

ま
し
い
多
年
草
で
、
高
さ
は
6
0
㎝

90

㎝
位
に
な
り
葉
は
二
、
三
回
枝

分
か
れ
し
三
枚
ず
つ
の
小
さ
な
葉

箪
灘
踊
轟

　
　
・
・
隠
　
　
謳
礎

麗濁
　
　
　
　
　
　
　
　
襲
犠

　
　
　
く
聾
　
　
　
　
譲

　
　
　
螺

が
三
個
つ
い
て
い
る
。

　
花
び
ら
は
五
枚
で
六
、
七
月
頃

に
咲
き
白
色
で
良
く
目
立
つ
。

　
若
目
（
葉
の
出
な
い
う
ち
）
は
あ

え
も
の
、
酢
の
も
の
、
い
た
め
も

の
、
天
ぷ
ら
な
ど
比
較
的
お
い
し

い
。　

茎
は
じ
ょ
う
ぶ
で
鳥
の
足
に
似

て
い
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
よ

う
で
あ
る
。

、
鱒
繭
　
．

鑛
勝
騎
』
『
嚥
縢
懸

鑛
題
灘
室
霞

圃　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
正
樹

白
先
コ
ウ
・
6
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
捨
て
．
右
を
使
っ
て

3
分
で
2
級
、
1
分
で
初
段
。
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